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ウェイクアップ無線技術

• 超低消費電力で待機・通信可能なウェイクアップ受信機を備えることで、機器の動作が
必要な時に瞬時にリモート起動できる通信システムを構築

• 見通し外に位置する家電・電子機器の遠隔起動・操作も可能

• 通信機器（無線ブロードバンドルーター、モバイルルーター、センサノード等）の省電力化
• 家電・電子機器の無線遠隔起動や操作による操作性・利便性向上

本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野
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通信機器や家電・電子機器に、超低

消費電力で待機・通信可能なウェイク

アップ受信機を搭載し、通信が必要と

される時間・場所においてウェイクアッ

プ信号を送信することにより機器の主

要モジュールを起動し通常動作に移行

する。

既存の無線通信規格の信号を再利

用したウェイクアップ法や、起動に失敗

する確率、干渉信号により無駄に起動

する確率を低減するために、受信感度

の優れたウェイクアップ受信機及び

ウェイクアップ通信方式を開発している。

これにより、見通し外の端末同士でも

既存の端末を使って遠隔起動・操作を

実現できる。さらにシステム化を目指し

ウェイクアップ通信プロトコルの研究開

発を行っている。
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